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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

渡
り
ま
す

歩
い
て
ま
す 

」

元
気
な
命
が

７ ３
664

　

政
府
は
、
令
和
７
年
２
月
７

日
に
「
道
路
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
を
閣
議
決
定

し
た
。

【
背
景
】

　

昨
年
１
月
に
発
生
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て

は
、
発
災
時
に
お
け
る
道
路
啓

開
の
強
化
や
平
時
か
ら
の
防
災

活
動
拠
点
の
整
備
、
ト
イ
レ
コ

ン
テ
ナ
等
の
配
備
の
充
実
の
重

要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
老
朽

化
が
進
む
中
、
担
い
手
と
な
る

市
町
村
の
技
術
系
職
員
の
減
少

に
よ
り
、
持
続
可
能
な
イ
ン
フ

ラ
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
気
候
変
動
に
伴

い
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発

化
す
る
中
、
道
路
分
野
の
脱
炭

素
化
の
推
進
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

【
概
要
】

（
１
）
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
を
踏
ま
え
た
災
害
対
応
の
深

化①
道
路
啓
開
計
画
を
法
定
化

し
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
に
基

づ
い
た
道
路
啓
開
を
実
施
。

②
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る

自
動
車
駐
車
場
に
つ
い
て
、
災

害
復
旧
等
の
拠
点
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
が

必
要
な
管
理
を
代
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
を
創
設
。

③
被
災
地
へ
の
出
動
が
可
能
な

ト
イ
レ
コ
ン
テ
ナ
等
の
平
時
か

ら
の
配
備
を
促
進
す
る
た
め
、

そ
の
占
用
許
可
基
準
を
緩
和

し
、
設
置
に
対
し
て
無
利
子
貸

付
制
度
を
創
設
。

（
２
）
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

　

効
率
的
な
道
路
管
理
を
実
現

す
る
た
め
、
道
路
管
理
者
間
の

協
議
に
よ
り
道
路
の
点
検
や
修

繕
等
を
他
の
自
治
体
が
代
行
で

き
る
制
度
（
連
携
協
力
道
路
制

度
）
を
創
設
。

（
３
）
道
路
の
脱
炭
素
化
の
推

進①
道
路
管
理
者
が
協
働
し
て
脱

炭
素
化
を
推
進
す
る
た
め
、
国

の
道
路
脱
炭
素
化
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
道
路
管
理
者
が
道
路

脱
炭
素
化
推
進
計
画
を
策
定
す

る
枠
組
み
を
導
入
。

②
脱
炭
素
技
術
の
活
用
を
促
進

す
る
た
め
、
道
路
の
構
造
に
関

す
る
原
則
に
脱
炭
素
化
の
推
進

等
へ
の
配
慮
を
位
置
づ
け
、
計

画
に
基
づ
く
脱
炭
素
化
に
資
す

る
施
設
等
の
占
用
許
可
基
準
を

緩
和
。

（
４
）
道
路
網
の
整
備
に
関
す

る
基
本
理
念
の
創
設

　

道
路
が
持
続
的
な
成
長
、
安

全
・
安
心
で
豊
か
な
国
民
生

　

政
府
は
、
令
和
６
年
度
予
備

費
使
用
に
つ
い
て
、
２
月
28
日

に
閣
議
決
定
し
た
。

　

令
和
６
年
度
国
土
交
通
省
関

係
予
備
費
使
用
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及
び

令
和
６
年
９
月
20
日
か
ら
同

月
23
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に

よ
り
、
災
害
を
受
け
た
道
路
・

河
川
・
港
湾
等
に
つ
い
て
、
国

（
権
限
代
行
を
含
む
）
及
び
地

方
公
共
団
体
が
施
行
す
る
災
害

復
旧
事
業
等
に
要
す
る
経
費
を

計
上
し
た
。

○
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及

び
令
和
６
年
９
月
20
日
か
ら
同

月
23
日
ま
で
の
間
の
豪
雨

・
災
害
復
旧
等　

１
１
９
億
円

【
災
害
復
旧
等
】

（
１
）
道
路
災
害
復
旧
事
業
等

公
・
国
費
３
，
３
９
２
百
万
円

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
被
災
し
た
、
能
越
自
動
車

道
（
権
限
代
行
区
間
含
む
）
及

び
国
道
２
４
９
号
沿
岸
部
（
権

限
代
行
区
間
）
に
お
け
る
本
格

復
旧
に
向
け
た
災
害
復
旧
事
業

等
を
実
施
。

（
２
）
道
路
、
河
川
等
の
早
期

復
旧

公
・
国
費
７
，
４
７
３
百
万
円

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及

び
令
和
６
年
９
月
20
日
か
ら
同

月
23
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ

り
特
に
深
刻
な
被
害
を
生
じ

た
石
川
県
及
び
新
潟
県
に
お

い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

道
路
、
河
川
等
の
公
共
土
木
施

設
の
本
格
的
な
災
害
復
旧
を
実

施
。

（
３
）
港
湾
災
害
復
旧
事
業

公
・
国
費
１
，
０
６
９
百
万
円

　

輪
島
港
に
お
い
て
、
想
定
す

る
浚
渫
土
砂
搬
出
先
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
た
こ
と
等
を
受

け
、
航
路
確
保
等
の
復
旧
に
万

全
を
期
す
た
め
、
大
規
模
災

害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
国
の
権
限
代
行
に
よ

り
、
港
内
に
土
砂
一
時
仮
置
場

の
整
備
を
実
施
。

※
公
は
公
共
事
業
関
係
費
。

「
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
閣
議
決
定

「
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
閣
議
決
定

～ 

安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
と
道
路
分
野
の
脱
炭
素
化
の
推
進
に
向
け
て 

～

活
、
地
方
創
生
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
効
率
的
・
効
果
的
な
整

備
、
防
災
機
能
の
確
保
、
脱
炭

素
化
の
推
進
等
を
定
め
た
基
本

理
念
を
創
設
。

令
和
６
年
度　

国
土
交
通
省
関
係
予
備
費
使
用
の
概
要

令
和
６
年
度　

国
土
交
通
省
関
係
予
備
費
使
用
の
概
要

道
路
災
害
復
旧
事
業
等

予
備
費
使
用
額　

１
１
９
億
円


